


















































































































































































彼女の口から落ちたこの pur という言葉から私は短い震え p と、嘆く

























































から 2001 年にわたって刊行されたプレイヤッド版の第三巻に収録される La 
chatte と Le pur et l’impur を使用した。邦訳については、前者は川口博訳（新潮
文庫、1954 年）と工藤庸子訳（岩波文庫 1988 年）、後者は倉田清訳（二見書
房、1972 年）を参照しつつ、筆者が作成したものである。
  1)　Œuvres 3/ Colette; édition publiée sous la direction de Claude Pichois, 1984-2001, 
p.815.　フランス語において多くの h は発音されないため、通常 Saha とい
う名前を日本語表記に変換する場合には「サア」が適しているだろう。し




  2)　Ibid. p.875.
  3)　Ibid. p.876.
  4)　Ibid. p.876.
  5)　快楽もまた、コレットにとって重要なテーマである。Le pur et l’impur とい
うタイトルは後になってコレットによって変更されたもので、改題前には
それが Ces plaisirs であったことからも伺える。
  6)　Ibid. p.832.
33コレット『牝猫』におけるサハの役割
  7)　Ibid. p.854.
  8)　Ibid. p.821.




11)　Ibid. p.820.　le portrait という語は肖像画の意味も持ち合わせるが、のち




































Colette, La chatte, Œuvres 3 :édition publiée sous la direction de Claude Pichois, 1933, 
Paris
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